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※本誌記事の無断掲載、転載を禁じます。
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21世紀職業財団
会長 伊岐 典子　

110・117とW20

標題を見て何のことかピンときた方、かなり女性活躍

推進へのご関心が高い方ですね。

110は、世界経済フォーラムが昨年末に発表したジェ

ンダーギャップ指数の149ヵ国中の日本の順位です。

2012年以来連続して100位以下と低迷しています。残念

なのは、順位ばかり報道され、この指数が何を表してい

るか、何が原因で日本の指数が低いのかといった本質

部分への関心が薄いことです。日本の指数は0.662で、

もちろん1に近いほど男女格差が少ないのです。

117は、そのジェンダーギャップ指数の本質にもかかわる

ものです。この指数は、経済、教育、健康、政治という4つ

の分野ごとの男女格差を表す指数の平均値で算出

されているのですが、そのうちの経済の分野での日本の

指数は0.595、順位は総合順位より悪い117位なのです。

政治分野と並んでこの経済分野の指数の低さが原因と

なって、総合指数が低く順位も悪い。ちなみに政治分野

の指数は0.081で125位、教育分野は0.994で65位、

健康分野は0.979で41位です。

経済分野の指数がどのように作られているかという

と、男性の数値を分母に女性の数値を分子にして算出

する方法で、①労働力率の男女格差、②推計勤労所

得の男女格差、③同等労働に対する賃金の男女格

差、④管理職に占める比率の男女格差、⑤専門・技術

職に占める比率の男女格差を指数化し、これを平均してい

ます。日本は特に④の指数の低さが足を引っ張っていま

す。女性活躍推進法が制定されて大企業が女性活躍

のための行動計画を策定するようになり、上場企業が女

性役員の任命を加速するなど、日本の経営サイドも随

分女性活躍推進に努力されていますが、多くの国々がこ

の分野の実績を積み上げる中、追いつくどころか差が

拡大しそうな状況であることを、経済分野の指数と順

位は表しています。

さて、今年はG20が日本で開かれます。このG20に関し、

各ステークホルダーにより形成されたエンゲージメント・

グループの活動があることはあまり知られていません。

B20（経済団体）、L20（労働組合）等とともにW20

（女性）もその一つで、ジェンダーギャップを解消すること

による新しい繁栄を目標に、対話や提言などを行います。

前回のアルゼンチンG20では、大変熱心にW20での

議論がもたれ、G20のアジェンダ全体としてジェンダーを

主流化する旨が首脳宣言の冒頭に記されるなど、G20

での議論に大きな影響を与えたと聞きます。日本での

W20はこの3月下旬に開かれます。この冊子がお手元に

届く頃、日本でもジェンダーギャップ解消に向けたW20

での議論が立派な成果を得て、大阪G20サミットにつな

がっていくことを期待したいと思います。
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女性の活躍推進は、現場で女性に仕事を
付与し、育成をする管理職の意識改革こ
そがポイントです。これまで200回以上
の実績を持つ管理職向け研修をご体験
いただきます。

今年２月、JRA（日本中央競馬会）の最高峰レースの一つ、GⅠのフェブラ
リーステークスに史上初めて、女性騎手が挑みました。GⅠに騎乗するには
規定の勝利数と、大事なレースを任せてくれる馬主の理解が必要です。
結果は５着。レース後、藤田菜七子騎手（21）は「これまでにない景色が
見えた」と答えています。JRAはこの話題で売り上げが増え大喜びですが、
本当の収穫は、男性と同じ条件で戦う一人の女性に、「違う景色」を見せ
られたことではないでしょうか？ 本人はもちろんのこと、後に続く女性たちの、
希望が詰まった景色です。㋔

2019年3月25日発行
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2019年1月24日、財団本部会議室で、女性部下育成力強化セミナーを実施しました。建設、製造、小売り
など、さまざまな業界の管理職が参加し、職場に今後ますます増えていく女性部下の育成方法や、職場全体
のマネジメントについて学びました。

人材育成・ダイバーシティ推進責任者の皆様を対象に、当財団が提供する研修を一部ご体験いただける無料
のデモセミナーを開催いたします。終了後には個別相談もお受けします。

※個別相談をご希望の際は、事前にご予約をお願いします。

●面談で部下の本音を引き出すには、『待つ』時間が特
に大切だとわかった

●会社の環境改善のために何が必要かなども今後、部
下から聞き出していきたい

●これからの職場は上司、部下ではなく、互いに人間と
してリスペクトし合うことが大事だと改めて感じた

参加者の声

女性の活躍がなぜ必要なのか、という社会的な背景から、女性社員が活躍するための課題、育成のポイントなどを、グループディス
カッションなどを交えながら、受講者同士で共有しました。中でも、育児中の女性部下や、共働きで子持ちの男性部下とのロールプレイ
面談では、「育児中の女性は短時間勤務をやめたがらないはず」「子どもがいる男性社員の残業は気にしていなかった」など、自身の
思い込みやアンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）に気づき、受講者自身が驚く姿なども見られました。
研修の振返りでは、職場のマネジメントや部下の育成には、コミュニケーションを充実させ、部下を「知る」ことが大切、女性社員に限

らず、部下それぞれに合った個別のアプローチが必要といった建設的な意見が受講者から次 と々出ていました。

女性部下育成力強化セミナー in 東京

管理職対象セミナー開催レポート

アンコンシャス・バイアスに気づき
多様性を認められる管理職へ
アンコンシャス・バイアスに気づき
多様性を認められる管理職へ

無 料

デモセミナー 管理職向け女性部下育成研修

ダイバーシティ推進のための人気研修
デモセミナー開催予定

2019年度上半期

東京 4月18日（木）会場 ： 21世紀職業財団　本部　会議室

大阪 4月19日（金）会場 ： 21世紀職業財団　関西事務所　研修室

大阪 5月20日（月）会場 ： 21世紀職業財団　関西事務所　研修室

管理職一歩手前の層を集め、女性社員
のモチベーションアップを図ります。リー
ダーとしてのスキル、チーム運営の基礎
が学べる人気の研修です。

デモセミナー 女性リーダー育成研修

東京 5月22日（水）会場 ： 21世紀職業財団　本部　会議室

2月に名古屋で実施したデモセミナーでは20社26名の皆様にご体験いただきました。

※満席になり次第、申込みの受付を締め切らせていただきます。
※上記以外のセミナーにつきましても、開催が決定次第お知らせいたします。

詳細・お申込みは21世紀職業財団のホームページへ http://www.jiwe.or.jp

「女性部下育成力強化研修」
●データが豊富で分かりやすい
●部下育成、女性社員の活用の仕方について、新しい発見があった
●男性の管理職にも抵抗感なく受け入れることができ、良いと思った

「復帰者向けキャリア研修」
●上司、復帰者、それぞれの視点で考えることができてよかった
●女性活躍の状況に合わせて、研修の改善が必要だとわかった
●仕事の継続のみならず、キャリアアップが重要であることを認識できた

デモセミナー
参加者の声

22 DIVERSITY 21 DIVERSITY 21 23


